
ダ
ン
プ
支
部
の

組
合
員
が
対
象

大
会
は
、
み
ん
な
の
意

見
を
踏
ま
え
て
方
針
を
決

定
す
る
年
に
一
回
の
最
も

重
要
な
集
ま
り
で
す
。
日

頃
組
合
と
関
わ
り
の
薄
い

組
合
員
に
と
っ
て
、
組
合

活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く

絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま

す
。

過
積
載
問
題

改
革
の
気
運

今
年
国
会
で
過
積
載
問

題
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
砕
石
業
界
は
積
荷
規

制
を
段
階
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
担
い
手
育
成
の
た

め
に
も
、
い
ま
こ
そ
業
界

を
変
え
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

【

必

ず

出

欠

の
連
絡
を
】

出
欠
の
連
絡
を
十
一
月

六
日
ま
で
に
事
務
所
に
し

て
く
だ
さ
い
。

今
年
も
昼
食
代
（
千
円
）

を
用
意
し
ま
す
。

◆
大
会
で
役
員
を
選
出
し

ま
す
。
自
薦
、
他
薦
問
わ

ず
立
候
補
を
受
け
付
け
ま

す
。

・
委
員
長
一
名
・
書
記
長

一
名
・
書
記
次
長
・
副
委

員
長
、
執
行
委
員
若
干
名
。

【
運

動

方

針

案
の
特
徴
】

●
単
価(

過
積
載)

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
て
、
今
後
仕
事
増
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
ダ
ン
プ
の
担
い
手
不

足
は
深
刻
で
す
。
若
者
が

就
労
で
き
る
業
界
に
す
る

こ
と
は
最
重
要
課
題
で
す
。

砕
石
組
合
各
社
は
一
〇
月

か
ら
、
生
コ
ン
向
け
骨
材

ト
ン
「
百
円
以
上
」
の
値

上
げ
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

今
大
会
で
は
こ
の
よ
う

な
状
況
も
踏
ま
え
、
単
価

改
善
、
過
積
載
改
善
に
む

け
国
会
、
県
議
会
で
の
問

題
追
及
を
提
起
し
ま
す
。

春
国
土
交
通
省(

署
名)

、

夏
栃
木
県
、
県
警(

ダ
ン

プ
キ
ャ
ラ
バ
ン)

、
秋
警

察
庁
等
へ
の
要
請
を
基
本

に
現
場
の
実
態
を
訴
え
、

改
善
を
求
め
ま
す
。

●
背
後
責
任
追
及

過
積
載
の
背
後
責
任
追

及
を
検
挙
現
場
か
ら
求
め

る
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

●
荷
受
業
界
対
策

首
都
圏
の
生
コ
ン
業
界

な
ど
、
荷
受
業
界
に
た
い

す
る
要
請
、
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。
・

●
労
働
保
険
本
格
的

推
進組

合
員
の
高
齢
化
に
と

も
な
い
労
災
事
故
が
増
え

て
い
ま
す
。
全
組
合
員
に

労
災
加
入
を
す
す
め
ま
す
。

一
人
親
方
と
し
て
働
く

建
設
職
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
労
災
加
入
を
就
労
条

件
と
す
る
工
事
現
場
も
増

え
て
い
ま
す
。
建
設
労
災

保
険
の
取
り
組
み
も
広
げ

ま
す
。

代
車
か
ら
運
転
手
へ
と
、

ダ
ン
プ
業
界
の
就
労
形
態

が
変
化
し
て
い
ま
す
。

事
業
所
単
位
で
運
転
手

の
加
入
す
る
労
働
保
険

(

労
災
・
雇
用)

の
加
入
拡

大
を
強
め
、
今
年
度
中
に

事
務
組
合
設
立
を
め
ざ
し

ま
す
。
行
政
指
導
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
社
会
保
険

加
入
も
援
助
し
ま
す
。

●
組
合
員
拡
大

七
〇
〇
人
の
支
部
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
ま
す
。

(

一
〇
月
現
在
六
七
〇
人)

組
合
員
と
の
対
話
を
重
視

し
、
対
象
者
の
掘
り
起
こ

し
の
た
め
、
随
時
組
合
員

宅
や
事
業
所
へ
の
訪
問
活

動
を
行
な
い
ま
す
。

ダ
ン
プ
以
外
の
ト
ラ
ッ

ク
、
建
設
職
人
な
ど
加
入

対
象
者
を
広
げ
ま
す
。

●
労
働
・
生
活
相
談

仕
事
に
関
係
し
た
ト
ラ

ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
私
生

活
に
お
け
る
深
刻
な
相
談

も
増
え
て
い
ま
す
。
県
内

の
労
働
弁
護
団
と
連
携
し

様
々
な
問
題
の
相
談
に
対

応
し
ま
す
。

ま
た
、
退
職
後
の
生
活

相
談
も
重
要
な
活
動
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬

許
可
申
請
相
談
に
も
取
り

組
み
ま
す
。

●
自
動
車
・
生
命
保

険
推
進

損
保
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興

亜
、
関
東
自
動
車
共
済
、

全
労
済
を
中
心
と
し
た
自

動
車
保
険
契
約
拡
大
を
さ

ら
に
広
げ
ま
す
。
組
合
員

と
そ
の
家
族
が
使
用
す
る

乗
用
車
の
保
険
加
入
を
重

視
し
て
呼
び
か
け
ま
す
。

近
年
多
発
し
て
い
る
自

然
災
害
に
備
え
て
自
然
災

害
共
済
の
取
り
組
み
も
強

め
ま
す
。

ま
た
組
合
員
の
医
療
費

増
を
踏
ま
え
て
医
療
保
険

の
取
り
組
み
を
強
め
ま
す
。

●
申
告
相
談
会

二
月
か
ら
確
定
申
告
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導

入
に
よ
っ
て
税
務
調
査
の

拡
大
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
特
に
消
費
税
の
調
査

が
重
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
ら
た
め
て
自
主
計
算
書

に
基
づ
く
自
主
申
告
の
取

り
組
み
を
強
め
ま
す
。

●
組
合
費
前
納
減
額

安
定
し
た
組
合
財
政
の

確
立
、
組
合
員
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
今
年
度
も
組

合
費
前
納
減
額
を
前
年
度

と
同
じ
基
準
で
実
施
し
ま

す
。

【
減
額
内
容
】

◎
一
年
分
前
納
者
は
組
合

費
一
か
月
分
を
減
額

◎
半
年
分
前
納
者
は
組
合

費
二
千
円
を
減
額

本
年
一
〇
月
か
ら
来
年

三
月
ま
で
に
納
め
る
二
〇

一
八
年
一
月
分
以
降
の
組

合
費
の
み
を
対
象
と
す
る
。

２０１７年１０月２５日 Ｎｏ１９１

ダ
ン
プ
支
部
は
十
一
月
十
二
日(

日)

、
佐
野
市
「
あ

く
と
プ
ラ
ザ
小
ホ
ー
ル
」
で
第
三
十
七
回
定
期
大
会
を

開
き
ま
す
。

大
会
は
一
年
に
一
回
、
す
べ
て
の
組
合
員
が
参
加
で

き
る
重
要
な
機
会
で
す
。
今
年
の
大
会
で
は
、
長
年
の

課
題
で
あ
る
過
積
載
問
題
に
つ
い
て
学
習
し
特
別
決
議

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
。
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

◎日時 11月12日(日)
午前９時30～正午

◎場所「あくとプラザ小ホール」
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一
〇
月
十
五
日
、
組
合

会
議
室
で
第
十
九
回
栃
木

県
本
部
定
期
大
会
を
代
議

員
な
ど
三
十
六
人
が
参
加

し
て
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
山

内
委
員
長
は
、
配
布
さ
れ

て
い
る
各
種
署
名
を
紹
介

し
「
安
保
法
制
、
消
費
税

増
税
な
ど
い
ず
れ
も
安
倍

政
権
の
強
権
政
治
に
原
因

が
あ
る
。
今
月
二
十
二
日

の
衆
議
院
選
挙
は
野
党
共

闘
を
す
す
め
て
政
治
を
変

え
る
絶
好
の
機
会
。
必
ず

選
挙
権
を
行
使
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

石
井
書
記
長
は
運
動
方

針
で
「
引
き
続
き
千
人
の

県
本
部
を
め
ざ
し
た
い
。

そ
の
た
め
に
よ
り
組
合
員

の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

組
織
再
編
を
大
胆
に
進
め

た
い
」
と
し
、
具
体
的
に

は
、
各
職
場
支
部
を
ダ
ン

プ
支
部
の
分
会
に
再
編
す

る
方
向
で
こ
の
一
年
議
論

を
進
め
る
こ
と
を

提
案
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
各
組

織
の
代
議
員
が
発

言
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
厳
し

い
状
況
の
な
か
で

の
奮
闘
が
伝
わ
る

発
言
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
執

行
部
の
世
代
交
代

の
一
環
と
し
て
、

副
委
員
長
に
ダ
ン

プ
支
部
と
エ
ア
ケ

ミ
運
輸
支
部
か
ら

あ
ら
た
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
議
案
は
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

一
〇
月
十
五
日
、
佐
野

市
に
あ
る
蓼
沼
運
輸
で
働

く
ド
ラ
イ
バ
ー
が
組
合
を

結
成
、
翌
十
六
日
会
社
に

結
成
通
告
団
交
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。

同
社
は
海
上
コ
ン
テ
ナ
、

バ
ラ
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
輸

送
を
お
こ
な
う
ト
ラ
ッ
ク

事
業
者
で
す
。
誰
も
就
業

規
則
を
み
た
こ
と
が
な
く

運
行
管
理
に
も
様
々
な
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
送
会
社
を
取
り
巻
く

環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ

て
お
り
、
組
合
員
ら
は
安

心
し
て
働
け
る
職
場
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

２０１７年１０月２５日 Ｎｏ１９１

こ
の
機
関
紙
が
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
選
挙
結
果
は
判
明
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
公
で
三
百
、
希
望
の
党
は
失
墜
で
自
公
と
の
連
立
模
索
・
・
・
そ
ん
な
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
私
た
ち
国
民
の
選
択
結
果
で
あ
り
、

県
砕
石
工
業
協
同

組
合
は
九
月
二
九
日
、

宇
都
宮
市
内
で
創
立

五
〇
周
年
記
念
式
典

を
開
き
、
青
木
理
事

長(

オ
ー
リ
ス
社
長)

は
、
高
齢
化
、
人
手

不
足
な
ど
の
解
決
に

取
り
組
み
「
県
民
か

ら
『
栃
木
の
日
本
一

は
砕
石
だ
』
と
自
慢

さ
れ
る
業
界
を
目
指

し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
安
全
、
安
心
、

安
定
を
表
し
た
ロ
ゴ

も
発
表
し
ま
し
た
。

ダ
ン
プ
の
過
積
載

に
よ
っ
て
成
り
立
っ

て
い
る
業
界
の
現
実

を
ど
う
変
え
て
い
く

の
か
、
具
体
策
は
何

も
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
「
栃
木
の
日
本

一
は
過
積
載
だ
！
」

県
砕
石
組
合
は
一

〇
月
か
ら
人
手
不
足

な
ど
を
理
由
に
、
生

コ
ン
向
け
砕
石
の
値

上
げ
に
取
り
組
み
、

東
京
都
東
部
生
コ
ン

協
組
で
運
賃
含
め
六

百
円
以
上
の
値
上
げ

に
「
お
お
む
ね
理
解

が
得
ら
れ
た
」
と
報

道
さ
れ
て
い
ま
す(

左)

。

と
こ
ろ
が
一
部
組

合
員
に
は
値
下
げ
の

話
が
・
・
・
？

運
送
会
社
日
祥
運
輸
倉
庫(

宇
都
宮

市)

で
起
き
た
組
合
員
に
対
す
る
不
当

解
雇
、
賃
金
未
払
事
件
は
、
現
在
宇
都

宮
地
方
裁
判
所
で
裁
判
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

九
月
か
ら
一
〇
月
、
三
回
に
わ
た
っ

て
組
合
員
と
会
社
関
係
者
九
人
に
対
す

る
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
尋
問
で
は
、

組
合
の
準
備
段
階
で
は
積
極
的
に
参
加

し
て
い
な
が
ら
、
組
合
結
成
前
に
突
然

離
脱
し
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
証
人
と
し
て

出
廷
、
離
脱
後
組
合
員
に
た
い
し
て

「
お
前
の
タ
マ(

命)

を
取
る
と
い
っ
て

る
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る
ぞ
」
な
ど
と
脅

迫
ま
が
い
の
発
言
を
し
て
い
た
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

一
〇
月
十
二
日
に
は
山
岸
社
長
に
対

す
る
証
人
尋
問
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
岸
社
長
は
組
合
弁
護
団
の
尋
問
に

対
し
て
「
建
交
労
イ
コ
ー
ル
共
産
党
だ

と
思
っ
て
い
る
」
な
ど
と
証
言
し
ま
し

た
。
こ
の
発
言
に
、
事
件
の
本
質
が
現

れ
て
い
ま
す
。

東
名
高
速
で
交
通
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
り
停
車
中
の
車
両
に
ト
ラ
ッ

ク
が
追
突
し
、
ご
夫
婦
が
子
供

の
前
で
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま

し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

交
通
ト
ラ
ブ
ル
は
全
国
的
に

増
え
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

藤
坂
砕
石
葛
生
工
場
か
ら
峠

を
越
え
て
岩
舟
町
小
野
寺
に
抜

け
る
県
道
２
８
２
号
線
。
狭
く

急
カ
ー
ブ
が
多
い
傾
斜
道
路
の

た
め
、
以
前
か
ら
危
険
道
路
と

指
摘
さ
れ
ダ
ン
プ
と
一
般
車
両

の
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
ト
レ
ー
ラ
ー
ダ
ン

プ
の
増
加
に
よ
り
一
層
危
険
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
大
澤
昭
一
さ
ん
は

「
慣
れ
て
い
る
ダ
ン
プ
同
士
な

ら
い
い
け
ど
、
突
っ
込
ん
で
く

る
ド
ラ
イ
バ
ー
が
い
て
危
な
い
」

県
道
沿
い
に
あ
る
東
成
資
材
の

郡
士
稔
さ
ん
は
「
草
や
樹
木
で

視
界
が
悪
い
の
が
問
題
。
も
っ

と
手
前
で
対
向
車
を
発
見
で
き

れ
ば
待
機
す
る
な
ど
対
処
で
き

る
」
と
語
り
ま
す
。

組
合
で
は
道
路
を
管
理
す
る

県
栃
木
土
木
事
務
所
に
改
善
を

要
請
、
現
地
調
査
を
実
施
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

重
大
事
故
が
起
こ
る
前
に
！

魔のヘアピンカーブ

10月19日付

下野新聞

その結果責任を自覚するのが民主主義だと思います。ところで例の豊田真由子さん(埼玉4区)どうだったのでしょう？ えっまさか(ﾟДﾟ)・・・


